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有
為
会
の
近
況 

 
 

 

 

支 

部 

関 

連 
 

仙
台
興
譲
館
Ｏ
Ｂ
の
支
部
会
員
二
名
が
文
部

科
学
大
臣
表
彰
若
手
科
学
者
賞
を
受
賞 

 

去
る
四
月
十
七
日
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
行
わ
れ
た
平
成
三
十
年
度
の
科
学
技
術
分

野
に
お
け
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
式
に
お
い

て
、
当
支
部
会
員
の
今
井
良
宗
氏(

東
北
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
講
師)

と
那
須
譲
治
氏

（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
准
教

授
）
の
二
人
が
若
手
科
学
者
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
今
井
、
那
須
両
氏
は
、
東
北
大
学
の

学
部
、
大
学
院
時
代
の
九
年
間
を
仙
台
興
譲

館
で
過
ご
し
、
そ
の
う
ち
の
四
年
間
は
同
時

に
在
寮
し
て
い
ま
す
。 

 

若
手
科
学
者
賞
は
、
文
部
科
学
省
の
「
科
学

技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
に
お
け

る
四
つ
の
賞
の
う
ち
の
一
つ
で
、
科
学
技
術

の
広
範
な
分
野
に
お
い
て
、
萌
芽
的
な
研
究
、

独
創
的
視
点
に
立
っ
た
研
究
等
、
高
度
な
研

究
開
発
能
力
を
示
す
顕
著
な
研
究
業
績
を
あ

げ
た
四
十
歳
未
満
の
若
手
研
究
者
に
授
与
さ

れ
、
本
年
度
は
九
十
九
人
が
受
賞
し
て
い
ま

す
。 今

井
氏
は
昭
和
五
十
三
年
米
沢
市
生
ま
れ
、

米
沢
興
譲
館
高
校
卒
。
専
門
は
低
温
物
性
実

験
・
超
伝
導
。「
準
安
定
状
態
に
お
け
る
新
し

い
超
伝
導
体
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
に
よ

り
受
賞
し
ま
し
た
。
那
須
氏
は
昭
和
五
十
八

年
長
井
市
生
ま
れ
、
長
井
高
校
卒
。
専
門
は
物

性
理
論
。「
量
子
ス
ピ
ン
液
体
の
熱
的
性
質
と

磁
気
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
研
究
」
に
よ
り
受
賞

し
ま
し
た
。
両
氏
の
受
賞
は
支
部
に
と
っ
て

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

仙
台
興
譲
館
の
現
況 

 

年
度
当
初
の
寮
生
数
は
十
四
名
（
欠
員
一

名
）
で
し
た
が
、
一
名
が
一
年
間
の
予
定
で
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
留
学
し
、
現
在
の
寮
生
数
は

十
三
名
で
す
。
こ
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
で
、

各
地
で
熱
中
症
患
者
が
多
発
し
ま
し
た
が
、

空
調
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
仙
台
寮
で
一
名

の
寮
生
が
体
調
を
崩
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
来
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
寮
の
改

修
に
お
け
る
空
調
設
置
の
優
先
順
位
を
再
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

支 

部 

行 

事 
 

・
三
十
年
度
支
部
通
常
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会 

三
十
年
六
月
二
日 

会
場 

仙
台
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル 

 

[

総
会]  

参
加
者
十
六
名 

二
十
九
年
度
決

算
、
三
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
予
算

（
案
）、
昨
年
制
定
し
た
支
部
規
則
の
修
正

案
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
支
部
規
則
は
、

今
回
配
布
の
米
沢
有
為
会
会
誌
復
刊
第
六
十

八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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                          [

講
演
会]  

参
加
者
二
十
六
名 

 

講
師 

大
瀧 

保 

氏
（
東
北
大
学
名
誉

教
授
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
山
形
県
代
表
幹

事
）
講
演
題
目
「
短
歌
を
科
学
的
に
楽
し

む
」 

 
 

           

講
演
は
、
科
学
の
窓
か
ら
短
歌
を
見
る
と

い
う
、
生
物
学
者
で
、
か
つ
歌
人
で
も
あ
る

大
瀧
先
生
な
ら
で
は
の
お
話
で
し
た
。
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

与
謝
野
晶
子
の
歌
、「
清
水
へ
祇
園
を
よ

ぎ
る
櫻
月
夜
こ
よ
ひ
逢
ふ
人
み
な
う
つ
く
し

き
」
を
題
材
に
、
物
体
が
着
色
し
て
見
え
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
光
源
の
波
長
成
分
が
異

な
れ
ば
見
え
方
も
違
う
こ
と
を
説
明
。
ボ
ン

ボ
リ
の
赤
み
が
か
っ
た
光
に
照
ら
さ
れ
た
桜

と
女
性
は
美
し
い
。
し
か
し
水
銀
灯
の
光
で

は
人
の
顔
は
不
健
康
に
見
え
る
。
夜
桜
見
物

が
て
ら
の
デ
ー
ト
に
は
水
銀
灯
は
不
向
き
と

の
こ
と
で
す
。 

 

万
葉
集
の
「
夕
方
の
朝
顔
が
美
し
い
」
と

の
不
思
議
な
歌
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い

か
。
万
葉
時
代
の
朝
顔
は
現
在
の
桔
梗
を
指

す
と
聞
い
て
納
得
が
い
き
ま
し
た
。
植
物
や

虫
の
名
前
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
は
。

短
歌
の
鑑
賞
に
は
こ
ん
な
知
識
も
必
要
な
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
現
代
短
歌
で
、
ヒ
グ
マ
や
ク
マ

ゼ
ミ
が
生
息
し
て
い
な
い
土
地
で
、
そ
れ
ら

の
生
き
物
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
か
、
日
本
の

紅
葉
が
「
錦
織
り
な
す
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
美
し
い
理
由
と
か
、
量
子
力
学
の
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
で
あ
る
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫

ま
で
登
場
す
る
、
多
彩
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
話
に
聴
衆
は
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
略
歴 

昭
和
十
二
年
生
ま
れ
、
昭
和

三
十
一
年
米
沢
西
（
興
譲
館
）
高
等
学
校

卒
、
昭
和
四
十
一
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
山
形
大
学
教
育

学
部
教
授
を
経
て
昭
和
六
十
三
年
東
北
大
学

遺
伝
生
態
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
八
年

同
セ
ン
タ
ー
長
、
平
成
十
三
年
東
北
大
学
名

誉
教
授 

 

・
夏
の
交
流
会
（
花
火
鑑
賞
会
）
三
十
年
八

月
五
日 

会
場 

仙
台
興
譲
館 

参
加
者 

会
員
五

名
、
寮
生
九
名 

 

打
ち
上
げ
が
始
ま
る
頃
に
降
り
出
し
た
雨

が
止
ま
ず
、
花
火
は
な
ん
と
か
見
え
ま
し
た

が
、
準
備
を
し
て
く
れ
た
寮
生
に
気
の
毒
な

天
気
で
し
た
。 

・
秋
の
交
流
会
（
芋
煮
会
）
三
十
年
十
月
六

日 

 

会
場 

仙
台
興
譲
館 

 

参
加
者 

会
員
六
名
寮
生
十
一
名
、 

有
為
会
本
部
関
連 

 

創
立
百
三
十
周
年
を
来
年
に
控
え
、
本
部

理
事
会
で
は
、
育
英
事
業
の
新
形
態
、
東

京
、
仙
台
の
寮
改
修
、
記
念
行
事
、
募
金
活

動
等
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
秋
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇

一
八
年
度
置
賜
地
区
高
校
生
「
地
域
と
私
た

ち
の
未
来
を
考
え
る
」
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

が
、
置
賜
地
区
の
高
校
二
年
生
を
対
象
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
郷
土
の
未
来
と
私

の
生
き
方
を
考
え
る
」
と
の
テ
ー
マ
で
九
十

三
点
の
応
募
が
あ
り
、
小
国
高
等
学
校
二
年

の
遠
藤
彩
希
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
他
に
、
四
名
が
優
秀
賞
、
五
名
が
入

選
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
小
論
文
は
今

回
配
布
の
米
沢
有
為
会
会
誌
復
刊
第
六
十
八

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
支
部
長 

甲 

國
信
） 

 

会
員
の
コ
ー
ナ
ー 

 

文
部
科
学
大
臣
表
彰
若
手
科
学
者
賞

を
受
賞
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井 

良
宗 

 

去
る
４
月
に
表
題
の
賞
を
い
た
だ
き
、
滝

口
館
長
よ
り
記
事
執
筆
の
依
頼
を
受
け
た
。

 

 
講師 大瀧 保 氏 
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せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
私
と
米
沢
有
為

会
と
の
関
わ
り
や
受
賞
内
容
の
紹
介
な
ど
、

思
う
が
ま
ま
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
受
賞
に
関
し
て
は
甲
仙
台
支
部
長
の
は
か

ら
い
も
あ
り
、
有
為
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
事
を
掲
載
い
た
だ
い
た
（
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
お
心
遣
い
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

今
回
の
受
賞
は
、
仙
台
興
譲
館
寮
で
４
年
間

を
一
緒
に
過
ご
し
た
那
須
譲
治
さ
ん
（
現
横

浜
国
立
大
学
准
教
授
）
と
一
緒
の
受
賞
で
あ

っ
た
。
米
沢
有
為
会
、
そ
し
て
、
仙
台
興
譲
館

と
の
縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

さ
て
、
私
は
大
学
、
大
学
院
の
学
生
生
活
の

９
年
間
を
仙
台
興
譲
館
寮
で
お
世
話
に
な
っ

た
。
私
が
入
寮
し
た
当
時
は
寮
生
は
２
０
名

を
超
え
て
お
り
、
４
年
生
で
も
二
人
部
屋
が

当
た
り
前
で
、
一
人
部
屋
は
大
学
院
生
と
寮

長
、
他
１
～
２
名
だ
っ
た
。
私
も
２
年
間
二
人

部
屋
で
の
共
同
生
活
を
経
験
し
た
。
現
在
で

は
一
人
部
屋
で
の
募
集
と
い
う
こ
と
で
今
で

は
も
う
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
お
互
い
の
部
屋
を
行
き
来
し
た
り
、
同
部

屋
の
先
輩
や
同
級
生
ら
と
語
ら
う
こ
と
で
大

学
の
勉
強
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
吸
収
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
寮
に
在
籍
し
た
９
年
間
と

い
う
の
は
世
の
中
に
と
っ
て
も
転
換
期
で
あ

っ
た
と
思
う
。
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
も
私
が
入
寮
し

た
当
時
所
有
す
る
寮
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
。
寮
に
は
も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
設
備
も
な
く
、
メ
ー
ル
も
ス
カ
イ
プ
も

L
in

e

も
使
え
な
い
状
況
下
で
、
寮
の
ピ
ン
ク

電
話
や
公
衆
電
話
を
利
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
今
と
な
っ

て
は
と
て
も
懐
か
し
い
。
私
が
大
学
院
に
進

学
し
た
頃
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
を
所
有

す
る
学
生
が
増
え
、
寮
生
総
会
で
議
論
し
、
２

０
０
３
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
備
を
導

入
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
寮
生
で
協
力
し
て
、

一
階
か
ら
二
階
ま
で

L
A

N

ケ
ー
ブ
ル
を
配

線
・
複
数
の
ル
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
各
自
の
パ

ソ
コ
ン
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可

能
と
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

寮
生
の
た
め
に
、
中
條
支
部
長
（
当
時
）
に
掛

け
合
っ
て
費
用
を
拠
出
い
た
だ
き
、
娯
楽
部

屋
に
共
用
パ
ソ
コ
ン
を
置
い
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
寮

生
活
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
９
年
間
の
寮
生
活
の
間
に
は
寮
生
の
数

は
大
き
く
変
化
し
、
新
入
寮
生
が
ゼ
ロ
の
年

も
経
験
し
、
寮
生
の
数
が
１
桁
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
の
寮
生
一
同

危
機
感
を
感
じ
て
、
寮
生
勧
誘
の
た
め
に
山

形
市
内
の
高
校
や
置
賜
近
郊
の
高
校
に
説
明

に
奔
走
し
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
あ
る
。 

 

博
士
課
程
修
了
後
は
、
茨
城
県
東
海
村
の

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
で
１
年
半
ほ
ど

任
期
付
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
に
助
教
と

し
て
採
用
い
た
だ
き
、
安
定
し
た
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
元
で
思
う
存
分
研
究
活
動
に
邁
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
昨
今
、
博
士
課
程
修
了
後
の

就
職
状
況
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
（
全
く

ご
存
知
な
い
方
は

G
oog

le

等
の
検
索
エ
ン

ジ
ン
で
”
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
”
と
検
索

い
た
だ
き
た
い
）
が
、
卒
業
後
の
早
い
段
階
で

ポ
ス
ト
が
得
ら
れ
た
の
は
非
常
に
幸
運
で
あ

っ
た
と
思
う
。
３
年
ほ
ど
前
に
母
校
の
東
北

大
に
異
動
し
、
現
在
も
日
々
の
研
究
活
動
に

励
ん
で
い
る
。
私
の
専
門
分
野
は
低
温
実
験

物
理
学
で
、
特
に
、
超
伝
導
に
関
す
る
実
験
的

な
研
究
で
あ
る
。
低
温
と
い
う
と
、
一
般
の
方

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
ど
の
く
ら
い
の
温
度

で
あ
ろ
う
か
。
日
本
で
記
録
さ
れ
た
最
低
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
４
１
度
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の

昇
華
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
７
９
度
、
一
般
の
方

が
想
定
す
る
低
温
と
は
こ
の
く
ら
い
の
温
度

で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
私
が
研
究
し
て
い
る

の
は
、
約
マ
イ
ナ
ス
２
７
０
度
と
い
う
世
界

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
極
低
温
下
で
は
室
温

付
近
の
温
度
で
は
見
ら
れ
な
い
、
非
常
に
面

白
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
超
伝

導
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
超
伝
導
と
は
、
あ
る

温
度
（
超
伝
導
転
移
温
度
）
以
下
で
電
気
抵
抗

が
ゼ
ロ
に
な
る
現
象
で
、
約
１
０
０
年
前
に

発
見
さ
れ
た
。
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
な
ど
の
超

伝
導
に
し
か
な
い
性
質
を
生
か
し
て
、
こ
の

技
術
は
多
方
面
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
磁
気
共
鳴
画
像
（M

R
I

）
は
多
く
の
病
院

に
導
入
が
進
ん
で
い
る
現
代
医
療
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
医
療
機
器
で
あ
る
が
、
実

は
そ
の
中
に
は
超
伝
導
磁
石
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
鮮
明
なM

R
I

像
を
取
る
た
め
に
は
、

強
い
磁
場
、
そ
し
て
、
質
の
良
い
磁
場
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
多
く
の
病
院
に
普
及
し
て
い

るM
R

I

装
置
に
は
１
・
５
～
３
テ
ス
ラ
（
１

５
０
０
～
３
０
０
０
ガ
ウ
ス
）
の
超
伝
導
磁

石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
通
常
の
電
磁
石
で
強

い
磁
場
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、
大
量
の
銅
線

に
大
電
流
を
流
す
必
要
が
あ
る
が
、
銅
は
小

さ
い
な
が
ら
も
有
限
の
抵
抗
を
持
つ
た
め
に
、

発
熱
が
生
じ
る
。
そ
の
熱
で
銅
自
身
が
融
け

な
い
よ
う
に
、
大
量
の
水
で
冷
却
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
超
伝
導
体
を
用

い
れ
ば
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
発

熱
な
し
に
大
電
流
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
強
い
磁
石
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
超
伝
導
磁
石
は

通
常
の
電
磁
石
と
違
っ
て
、
磁
場
の
時
間
変

化
が
小
さ
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
超
伝
導
磁

石
の
時
間
変
化
の
小
さ
い
「
質
の
良
い
磁
場
」

が
な
け
れ
ば
、
き
れ
い
なM

R
I

像
を
と
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、JR

東
海
が
２
０
２

７
年
に
開
通
を
目
指
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
に
も
超
伝
導
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
超
伝
導
は
物
理
現
象
と

し
て
お
も
し
ろ
い
ば
か
り
で
な
く
、
我
々
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
技
術
で
、
さ
ら
に
多
方

面
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
技
術
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
応
用
が
限
定
的
に
と
ど
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ま
っ
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、
超
伝
導
転
移

温
度
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
超
伝
導
転
移
温

度
は
最
も
高
い
物
質
で
も
約
マ
イ
ナ
ス
１
３

８
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
超
伝
導
の
ご
利

益
を
得
る
た
め
に
は
、
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
（
全
元

素
の
中
で
最
も
低
い
沸
点
を
持
つ
、
沸
点
は

約
マ
イ
ナ
ス
２
６
９
度
）
を
利
用
し
て
極
低

温
環
境
下
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ヘ
リ
ウ
ム

は
天
然
ガ
ス
と
共
に
産
出
し
、
日
本
で
は
需

要
の
全
て
を
輸
入
に
頼
る
極
め
て
希
少
な
元

素
で
あ
る
。
近
年
世
界
的
な
ヘ
リ
ウ
ム
の
需

要
の
高
ま
り
も
あ
り
、
価
格
は
急
騰
し
て
い

る
。
極
低
温
に
す
る
労
力
（
コ
ス
ト
）
と
超
伝

導
に
し
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
て
、

後
者
が
上
回
る
よ
う
な
場
合
（
上
記
で
述
べ

たM
R

I

や
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
該
当
）

に
応
用
範
囲
が
限
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
超
伝
導
転
移
温
度
が
高
い
物

質
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
応
用
範
囲
は
飛
躍
的

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
も
こ
の
超
伝
導
転
移
温
度
が
高
い
物
質

を
探
す
研
究
、
ま
た
、
超
伝
導
が
起
こ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
等
々
、
多
方

面
に
わ
た
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

少
し
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

表
題
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
に
つ
い
て
、

簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回

の
受
賞
理
由
は
「
準
安
定
状
態
に
お
け
る
新

し
い
超
伝
導
体
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
で

あ
る
。
何
ら
か
の
物
質
を
作
製
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
通
常
の
手
法
で
は
物
質
作
製
時
の

条
件
（
温
度
や
圧
力
な
ど
）
下
で
、
最
も
安
定

な
状
態
に
あ
る
物
質
が
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
特
殊
な
手
法
を
用
い
る
と
、
そ
の
安
定
状

態
と
は
異
な
る
物
質
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
例
え
ば
、
全
く
同
じ
原
子
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
子
の
配
列
が
異
な

る
物
質
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
態
は
最
も
安
定
な
状
態
で
は
な
い
た

め
に
、
通
常
の
手
法
で
は
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
特
殊
な
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
こ

の
よ
う
な
状
態
（
準
安
定
状
態
）
を
実
現
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
原
子
配
列
の
違
い
は

物
質
の
特
性
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す
。

こ
の
よ
う
な
準
安
定
状
態
に
注
目
し
て
新
し

い
物
質
を
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
新

た
な
超
伝
導
体
を
見
出
し
た
。
残
念
な
が
ら

超
伝
導
転
移
温
度
は
現
時
点
で
は
一
般
的
な

感
覚
で
は
と
て
も
低
い
も
の
だ
が
、
物
理
的

に
は
興
味
深
い
側
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
新

た
に
見
出
し
た
超
伝
導
体
に
関
し
て
現
在
も

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究

業
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
題

の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
賞
を

励
み
に
し
て
、
自
分
の
目
標
と
す
る
研
究
者

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一

層
努
力
し
て
い
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
研
究
、

特
に
実
験
を
伴
う
研
究
は
一
人
で
は
と
て
も

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
受
賞
に
至
っ
た
研

究
も
、
私
が
所
属
す
る
研
究
室
を
主
宰
す
る

先
生
、
共
同
研
究
者
の
方
々
、
そ
し
て
何
よ
り
、

一
緒
に
研
究
し
て
く
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
の

協
力
な
し
に
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
人
と
の
出
会
い
、
関
わ
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
定
年
ま
で
残
り
２
５
年
弱
の
研

究
者
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
人
類
社
会

に
貢
献
で
き
る
成
果
を
残
す
べ
く
研
究
活
動

に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。 

 

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
研
究
者

と
し
て
の
基
礎
を
学
ん
だ
９
年
間
の
大
学
・

大
学
院
時
代
を
仙
台
興
譲
館
寮
で
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
経
済
的
に
助
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
勉
学
以
外

の
面
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
最
後
に

な
る
が
、
約
９
年
間
寮
で
美
味
し
い
食
事
を

提
供
い
た
だ
き
、
い
つ
も
温
か
い
言
葉
を
か

け
て
く
れ
た
前
仙
台
興
譲
館
寮
寮
母
の
森
良

子
さ
ん
、
寮
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
び
に
貴
重
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
い
た

だ
い
た
中
條
仁
前
仙
台
支
部
長
、
御
供
政
敏

前
興
譲
館
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
仙
台
支
部

の
方
々
、
そ
し
て
、
仙
台
興
譲
館
寮
の
運
営
に

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
米
沢
有
為
会
の
全
て

の
会
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
私

も
今
後
、
微
力
な
が
ら
米
沢
有
為
会
の
会
員

と
し
て
、
仙
台
支
部
の
会
員
と
し
て
、
仙
台
興

譲
館
の
後
輩
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。 

（
仙
台
市
青
葉
区
在
住
） 

 

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
仙
台
興
譲
館
行
事 

 

■
１
２
月
８
日
（
土
）  

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：
仙
台

興
譲
館
）  

※
１
２
月
１
６
日
（
日
） 

第
一
回
入
寮
面

接 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
）  

※
１
月
１
４
日
（
月
）
ど
ん
と
祭  

■
１
月
１
９
日
（
土
）  

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会  

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館 

） 

■
２
月 

第
３
回
理
事
会 

※
３
月
１
０
日 

（
日
）
第
２
回
入
寮
面
接 

 

（
会
場
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
米

沢
市 

） 

※
３
月
２
４
日
（
日
） 

第
３
回
入
寮
面
接 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会  

 

編
集
後
記
：
今
号
で
は
元
寮
生
の
同
時
受
賞

を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
か
つ
て
は
寮
に
入

る
と
麻
雀
や
飲
ん
で
ば
か
り
で
勉
強
な
ど
で

き
な
い
と
い
う
よ
う
な
誹
謗
中
傷
が
あ
っ
た
。 

９
年
間
寮
に
い
た
二
人
の
同
時
受
賞
は
そ
れ

に
対
す
る
反
論
的
証
拠
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

寮
が
勉
学
環
境
の
良
さ
を
示
し
て
い
る
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 

編 

集 

責 

任 

者 

滝
口 

政
彦  

 
 
 
 
 
 
 
 

 


